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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 123,190 3.2 919 △21.7 563 △52.0 266 △54.5
26年3月期第2四半期 119,373 15.9 1,174 126.7 1,173 210.9 585 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 103百万円 （△95.4％） 26年3月期第2四半期 2,258百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 10.20 ―
26年3月期第2四半期 22.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 118,761 42,085 31.5
26年3月期 110,635 42,469 34.0
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 37,442百万円 26年3月期 37,607百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 6.00 ― 13.00 19.00
27年3月期 ― 7.00
27年3月期（予想） ― 13.00 20.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 263,000 1.0 4,100 4.8 4,000 1.4 2,100 4.5 80.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 28,051,200 株 26年3月期 28,051,200 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 1,915,403 株 26年3月期 1,915,259 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 26,135,862 株 26年3月期2Q 26,136,014 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日～平成26年９月30日)におけるわが国の経済は、設備投資の増

加や企業収益の改善が見られたものの、消費増税に伴う駆け込み需要の反動で生産が減少し、個人消費も足踏み

状態となりました。また、上期末にかけては急速に円安が進むなど、不安定な状況が続きました。

当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、スマートフォンの需要拡大が続き、車載向け

や産業機器向け製品も増加しましたが、デジタルカメラはマイナス成長が継続しました。半導体市場では、DRAM

やアナログICの需要は増加したものの、ディスプレイドライバICが中小型向けで減少しました。また、半導体製

造装置は、設備投資の先送りなどにより受注回復のスピードが減速しました。 

こうした状況の下、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、前年同期比3.2％増の

123,190百万円となりましたが、営業利益は利益率の低下により前年同期比21.7％減の919百万円となりました。

また、経常利益については、急激な為替相場の変動に伴い外貨建資産・負債の時価評価差額等453百万円を為替

差損として営業外費用に計上したため、前年同期比52.0％減の563百万円となりました。四半期純利益は、前年

同期比54.5％減の266百万円となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（デバイス事業） 

デバイス事業は、PCやデジタルカメラ向けの半導体および電子部品の売上が減少した一方で、通信モジュー

ルやOA機器、産業機器向けの半導体の売上が増加しました。その結果、売上高は前年同期比2.4％増の107,488百

万円となりましたが、売上総利益率の低下により、セグメント利益は前年同期比31.2％減の752百万円となりま

した。 

（システム事業） 

システム事業は、医用機器やレーザ機器の売上が減少した一方で、設備投資の回復により試験計測機器の需

要が増加し、また科学機器も薄膜製造装置の売上が増加しました。その結果、売上高は前年同期比8.9％増の

15,701百万円、セグメント利益は前年同期比101.3％増の171百万円となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は107,359百万円となり、前連結会計年度末に比べ7,849百万円増

加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が4,369百万円減少した一方で、商品及び製品が6,003百万円、現

金及び預金が4,501百万円、有価証券が1,000百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は

11,402百万円となり、前連結会計年度末に比べ277百万円増加いたしました。これは主に繰延税金資産が135百万円

減少した一方で、投資有価証券が432百万円増加したことによるものであります。

 この結果、総資産は、118,761百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,126百万円増加いたしました。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は73,568百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,453百万円増加

いたしました。これは主に1年内返済予定の長期借入金が5,019百万円減少した一方で、支払手形及び買掛金が

11,019百万円、短期借入金が2,930百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定負債は3,107百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ57百万円増加いたしました。これは主に退職給付に係る負債が48百万円増加したこ

とによるものであります。

 この結果、負債合計は、76,676百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,510百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は42,085百万円となり、前連結会計年度末に比べ384百万円減少

いたしました。これは主に利益剰余金が118百万円、為替換算調整勘定が243百万円それぞれ減少したことによるも

のであります。

 この結果、自己資本比率は31.5％（前連結会計年度末は34.0％）となりました。

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月７日に公表しました業績予想から変更はあり

ません。 

 

- 2 -

丸文㈱（7537）　平成27年3月期　第2四半期決算短信



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。また、割引率の決定方法を割引率決定

の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が16百万円減少、退職給付に係る負債が54百

万円増加、利益剰余金が45百万円減少しております。また、この変更による損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,151 23,652 

受取手形及び売掛金 60,944 56,574 

有価証券 - 1,000 

商品及び製品 16,860 22,863 

仕掛品 70 80 

繰延税金資産 1,070 1,106 

その他 1,430 2,128 

貸倒引当金 △17 △47 

流動資産合計 99,510 107,359 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 4,125 4,137 

減価償却累計額 △2,782 △2,825 

建物及び構築物（純額） 1,343 1,312 

機械装置及び運搬具 26 26 

減価償却累計額 △18 △19 

機械装置及び運搬具（純額） 8 6 

工具、器具及び備品 2,053 2,043 

減価償却累計額 △1,705 △1,705 

工具、器具及び備品（純額） 348 338 

土地 2,510 2,517 

リース資産 79 99 

減価償却累計額 △24 △35 

リース資産（純額） 54 64 

建設仮勘定 12 1 

有形固定資産合計 4,277 4,240 

無形固定資産    

のれん 2 1 

その他 399 367 

無形固定資産合計 402 368 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,171 2,604 

長期貸付金 3 2 

繰延税金資産 990 855 

投資不動産 3,019 3,013 

減価償却累計額 △2,068 △2,090 

投資不動産（純額） 950 922 

退職給付に係る資産 48 42 

その他 2,281 2,366 

投資その他の資産合計 6,445 6,793 

固定資産合計 11,124 11,402 

資産合計 110,635 118,761 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 39,910 50,929 

短期借入金 7,100 10,030 

1年内返済予定の長期借入金 15,043 10,024 

未払法人税等 504 82 

賞与引当金 789 795 

資産除去債務 5 3 

その他 1,762 1,702 

流動負債合計 65,114 73,568 

固定負債    

長期借入金 1,013 1,009 

退職給付に係る負債 1,330 1,379 

役員退職慰労引当金 225 253 

資産除去債務 114 130 

その他 366 334 

固定負債合計 3,050 3,107 

負債合計 68,165 76,676 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,214 6,214 

資本剰余金 6,353 6,353 

利益剰余金 25,713 25,595 

自己株式 △1,630 △1,630 

株主資本合計 36,652 36,533 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 490 769 

繰延ヘッジ損益 13 35 

為替換算調整勘定 246 2 

退職給付に係る調整累計額 204 102 

その他の包括利益累計額合計 955 909 

少数株主持分 4,862 4,643 

純資産合計 42,469 42,085 

負債純資産合計 110,635 118,761 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 119,373 123,190 

売上原価 110,925 115,033 

売上総利益 8,448 8,157 

販売費及び一般管理費 7,274 7,237 

営業利益 1,174 919 

営業外収益    

受取利息 7 4 

受取配当金 17 22 

持分法による投資利益 106 121 

投資不動産賃貸料 78 62 

雑収入 149 133 

営業外収益合計 359 345 

営業外費用    

支払利息 143 116 

売上割引 56 61 

為替差損 78 453 

投資不動産賃貸費用 48 49 

雑損失 33 20 

営業外費用合計 360 701 

経常利益 1,173 563 

特別利益    

投資不動産売却益 2 - 

負ののれん発生益 1 - 

特別利益合計 3 - 

特別損失    

固定資産除売却損 19 4 

段階取得に係る差損 17 - 

その他 0 - 

特別損失合計 37 4 

税金等調整前四半期純利益 1,139 558 

法人税等 374 221 

少数株主損益調整前四半期純利益 764 337 

少数株主利益 178 70 

四半期純利益 585 266 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 764 337 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 154 273 

繰延ヘッジ損益 125 23 

為替換算調整勘定 1,212 △432 

退職給付に係る調整額 - △102 

持分法適用会社に対する持分相当額 1 5 

その他の包括利益合計 1,494 △233 

四半期包括利益 2,258 103 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,574 221 

少数株主に係る四半期包括利益 683 △117 

 

- 7 -

丸文㈱（7537）　平成27年3月期　第2四半期決算短信



（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,139 558 

減価償却費 200 175 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 33 

賞与引当金の増減額（△は減少） △27 6 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32 28 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △132 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △41 

受取利息及び受取配当金 △24 △27 

支払利息 143 116 

為替差損益（△は益） △153 △116 

持分法による投資損益（△は益） △106 △121 

投資不動産売却損益（△は益） △2 - 

投資不動産賃貸料 △78 △62 

投資不動産賃貸費用 48 49 

固定資産除売却損益（△は益） 19 4 

負ののれん発生益 △1 - 

段階取得に係る差損益（△は益） 17 - 

売上債権の増減額（△は増加） △3,179 4,063 

たな卸資産の増減額（△は増加） △146 △6,123 

仕入債務の増減額（△は減少） 5,219 11,128 

その他 △655 △729 

小計 2,421 8,812 

利息及び配当金の受取額 25 26 

利息の支払額 △147 △116 

法人税等の支払額 △358 △615 

法人税等の還付額 174 2 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,114 8,110 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △164 △144 

定期預金の払戻による収入 176 168 

有形固定資産の取得による支出 △92 △64 

無形固定資産の取得による支出 △62 △19 

投資有価証券の取得による支出 △12 △12 

投資不動産の売却による収入 13 - 

投資不動産の賃貸による収入 78 60 

投資不動産の賃貸による支出 △39 △38 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
46 - 

その他 △39 △4 

投資活動によるキャッシュ・フロー △94 △53 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 234 2,388 

長期借入金の返済による支出 △48 △5,023 

社債の償還による支出 △21 - 

配当金の支払額 △234 △339 

少数株主への配当金の支払額 △129 △102 

その他 △6 △10 

財務活動によるキャッシュ・フロー △205 △3,088 

現金及び現金同等物に係る換算差額 550 560 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,364 5,529 

現金及び現金同等物の期首残高 17,410 18,976 

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,774 24,505 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 104,950 14,423 119,373 119,373 － 119,373 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
0 7 7 7 △7 － 

計 104,950 14,431 119,381 119,381 △7 119,373 

セグメント利益 1,093 85 1,179 1,179 △5 1,174 

（注）１．セグメント利益の調整額△5百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 107,488 15,701 123,190 123,190 － 123,190 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
0 77 77 77 △77 － 

計 107,488 15,779 123,268 123,268 △77 123,190 

セグメント利益 752 171 924 924 △4 919 

（注）１．セグメント利益の調整額△4百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△4百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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